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●●研究目的

　私たちは普段何気なく見ている物が、そのまま、ありのままの姿であると思っている。しかし、私たちが
見ている物は、実は眼から入った光の情報が視覚系を通り脳によって解釈された「視覚世界」である。内川
研究室では、この「視覚世界」が創りだされる視覚−大脳系メカニズムの解明をめざしている。具体的には、
主に心理物理学的手法により、色覚メカニズム、色の恒常性、色認識、質感知覚、視覚的注意、空間知覚、
眼球運動、視覚誘導自己運動感覚（ベクション）などの視覚機能について調べ、そのメカニズムを明らかに
することを目的としている。さらに、人間の感覚特性に合致した人にやさしい情報処理システムを構築する
ための研究も行なっている。

●●研究テーマ

1．視覚心理物理学とは
　視覚−大脳系のメカニズムを調べる一つの方法である。被験者に様々な光や画像パターンなどの（物理）
刺激を見せ、被験者からの（心理）応答を取る。この物理と心理の入出力関係から視覚特性を明らかにし、
そのメカニズムを解明する手法を視覚心理物理学という。

2．色恒常性と色覚メカニズム
　図１の上下の画像では、照明光の色（分光特性）が変化し、上は
白色、下は青色になっている。しかし、私たちの眼には、上下のど
ちらのレモンも黄色く見える。これが色恒常性と呼ばれている視覚
特性である。私たちの視覚系は眼に入る物体表面の反射光から照明
光成分を取り除いて、物体表面に対応した色を知覚することができ
る。これは
 （反射光）＝（表面反射率）×（照明光）
から（表面反射率）を抽出するという物理的には不可能なことを視覚
系は簡単に行っていることになる。下の図からレモンの黄色を取り出
して、（反射光）だけを見ると黄色には見えない。内川研究室ではこ
のような視覚系の持つ高度な色覚メカニズムの解明をめざしている。

3．質感知覚メカニズムの解明
　質感は色と同様に表面を同定する重要な特徴である。図２は光沢
の無い表面（左）光沢のある表面（右）を示しているが、色の見え
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図1　照明光の変化による色の見えの変化
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も光沢の有無で黄色と金色になり、異なったカテゴリーの色
となる。物体表面の色の見えと質感には互に強い関連がある。
内川研究室では、表面のどのような特性が光沢や透明感とい
った質感知覚を生むか、この質感と色の見えの関係はどうな
っているかを心理物理実験より明らかにして、質感知覚のメ
カニズムの解明をめざしている。

4．カテゴリカル色知覚
　視覚系の色を識別する能力はきわめて高く、私たちは100
万個以上の色を見分けることができるといわれている。しか
し、日常生活では様々な色をすべて表現しているわけではな
く、いくつかのカテゴリーに分類している。たとえば、図３
の中には、明るい青、暗い青、緑っぽい青など様々な “青” が
あるが、このような異なる色に “青” という色名を付けて呼
んでいる。これがカテゴリカル色知覚である。カテゴリカル
色知覚は多くの言語で共通であり、チンパンジーにも備わっ
ている。内川研究室ではこの高次色覚メカニズムであるカテ
ゴリカル色知覚特性の解明を進めている。

5．視覚的注意による情報選択
　私たちが同時に扱える視覚情報には限界がある。たとえば、
図４に示したように両面の中央に注意を向けるとその周辺の
物は見えにくくなる。視覚的注意とは私たちの行動に支障がな
いように視覚情報の適切な情報選択を行っている機能である。
内川研究室では大視野における視覚的注意の検出感度、コン
トラスト感度、奥行き弁別感度などの初期視覚機能へおよぼ
す影響を調べ、情報選択のメカニズムを明らかにしている。

●●教員からのメッセージ

　視覚系の心理物理学の研究は自分で体験しながらできるので、分かりやすくまた楽しいものです。何事も
実際に自分で経験して確かめてみようとする態度が大切と考えています。私たちの眼に映る世界は不思議な
ことや未知なことが数多くあり、まだまだ分からないことに満ちています。皆さん！一緒にこの視覚世界の
解明を目指しませんか。
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図3　異なる色でも同じ “青” と呼ぶ。

図4　 画面の中央に注意を向けると周辺刺激の検
出能が劣化する。

図2　黄色の表面に光沢を付けると金色になる。




